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研究成果の概要 

 

本研究では、その場解析を用いた準安定相の理解と創出を目指している。今年度の成果とし

て、Li3YCl6および Li3HoCl6相の相変化の温度依存性を放射光 XRDで調査することで、低温安

定相と高温安定相間での相転移を明らかにした。このことから、準安定相を残留準安定相と中間

準安定相へと分類できることを提案し、それぞれ「かき氷型」と「ゆでたまご型」と表現した。また、放

射光 XRDによって、新規窒化物および塩化物の合成に成功した。ナトリウム有機物を用いた窒化

モリブデンの合成においては、副生成物である NaOCNの生成に伴い岩塩型相が生成した。X線

と中性子回折を組み合わせることで、窒化物イオンの量がカチオン量に比べて多い岩塩型構造を

とる新規Mo2N3相を発見した。また、昨年発見した特異的な低いヤング率を示す斜方晶 Na3YCl6

の同形構造を持つ斜方晶 Ag3YCl6を高圧下の XRD測定によって発見した。この斜方晶

Ag3YCl6は圧力を常圧に戻すと既報の六方晶に相転移したため、常圧での準安定は得られなか

った。 
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